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＜第１号議案＞ 

令和２年度事業報告 
自：令和 ２年 ４月 １日 

 至：令和 ３年 ３月３１日 

 

 令和２年度の活動は、２大イべントのアユ祭りとサケ祭りは新型コロナ感染対策のため中止しました。

又、年間１０回開催の広瀬川清掃活動は雨により参加者が半減しましたが、県外から仙台に赴任した法人

会員の家族参加が増えました。清掃前に初参加者の紹介の場を設け、出身地の川や広瀬川の印象などを語

って頂き、自然観察を兼ねた和やかな活動と広瀬川の魅力アップを図りました。 

又、広瀬名取川漁協組合との連携活動では６月初旬に発生した郡山堰下流の渇水に対し、漁協と合同で

愛宕堰の取水状況や魚道の遡上を視察しました。毎年発生する渇水時の魚類へい死問題に関し、仙台市が

国の許可により愛宕堰を管理、取水する説明会に漁協の要請により代表理事が立ち会いました。 

経緯は、愛宕堰の取水許可期限（令和３年３月３１日）の国の水利使用許可更新に際し、法に定める利

用者（漁協）の「意見聴取」がなかったことから国交省の確認後、市に「意見聴取」を通知し、市の漁協

に対する説明会では、広瀬橋地点の河川整備計画（維持流量）の確保について意見を述べました。 

所管する市経済局農林土木部では、市管理の老朽化の愛宕堰、郡山堰の改善について話し合いました。 

市は上記の老朽化の堰体や魚道改善認識の一端を感じましたが、その具体化には程遠い状況です。 

改善には、何よりも市民のために市の責務を果たす（※）河川管理のガバナンスが必要です。 

然しながら、市に公募申請した「市民協働の川づくりの検討」は前年に続き不採用が通達されました。 

仙台開府４００年記念「広瀬川創生プラン」のテーマ「市民協働の川づくり」には心底疑問です。 

 

１．例  会 ・ 総  会 

月  日  場      所 

０４/２５ 理事会 広瀬川の清流を守る会事務所 

0５/３０ 第２０回通常総会 広瀬川の清流を守る会事務所 

0３/0３/１３ 理事会 広瀬川の清流を守る会事務所 

２．河 川 清 掃                                （参加/計１７５名） 

月  日 清掃場所  参 加 者 

 ０４／１１ 郡山堰～JR鉄橋 河川敷 会員・一般市民  参加者  １８名 

０５／０９ 郡山堰～JR鉄橋 河川敷 会員・一般市民 コロナ中止 

０６／１３ 郡山堰～JR鉄橋 河川敷 会員・一般市民 コロナ中止 

０７／１０ 郡山堰～JR鉄橋 河川敷 会員・一般市民 参加者  ２９名 

０８／０８ 郡山堰～JR鉄橋 河川敷 会員・一般市民 参加者  ２１名 

０９／１２ 郡山堰～JR鉄橋 河川敷 会員・一般市民 雨天のため中止 

１０／１０ 郡山堰～JR鉄橋 河川敷 会員・一般市民  雨天のため中止 

１１／１４ 郡山堰～JR鉄橋 河川敷 会員・一般市民 参加者  ５０名 

１２／１２ 郡山堰～JR鉄橋 河川敷 会員・一般市民 焼き芋 参加者  ５７名 

０３／０３／１３ 郡山堰～JR鉄橋 河川敷 会員・一般市民 雨天のため中止 

（※）河川法第１条「治水、利水、環境のバランスある河川管理」のガバナンス（統治） 
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4/11 河川清掃 広瀬橋上流右岸           12/12 河川清掃 広瀬橋上流右岸 

 

３．川イベント 

政宗さんの川狩り（アユ祭り）（８／２２） → 中止 

政宗さんの川狩り（サケ祭り）（１１／３）  → 中止 

広瀬川初歩き（Ｒ３／１／１０）→ 中止 

ミズベで乾杯 ７／７ → 中止 

笹流し７／７ → 実施（宮沢緑地）笹舟作成指導・参加１２名                   

 

４．広瀬川何でも相談（１２件） 

飛来ハクチョウに関する質問、河川敷ＢＢＱのコロナ対策、宮沢橋掛け替え工事に関する質問、広

瀬川隣接の角五郎町所在民有地の整備に関する質問等 

 

 

 

 

 

   Ｒ３年/１ オオハクチョウ 広瀬橋上流右岸 

５．情報発信                        

  広瀬川通信 年１０回発行（メール・ファックス・ＨＰアップ）                              

６．調査研究 

地方分権と河川管理権限の研究並びに提言  

市民協働事業による提案（河川管理権限移譲） → ９月不通過  

７. 地域貢献証明書の発行（発行無料）→ 対象（法人会員）計９件 

以 上 

 

 

７/７ 笹流し 宮沢緑地左岸 


